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各種化学薬品の鈎虫仔虫に対する殺滅試験

(2〕 駆虫剤および殺虫剤等による invitro試験

安田一郎

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和32年3月7日受領）

さきに私は，鈎虫の感染源としての鈎虫仔虫を殺減す アカダニの殺虫， および殺卵剤， パラシモールは， p・

る薬剤の検索をめざして，いわゆる殺卵剤の，イヌ鈎虫 lsopropyltolueneとし、う化学式をもち，パルプ製造のさ

仔虫，ヅピニ鈎虫仔虫，およびアメリカ鈎虫仔虫に対す いの廃液である。本剤は駆虫剤でも，殺虫剤でもないが，

るスグリ｛ニング ・テストを試験管内で施行し，芥子 この物質が殺仔虫作用をもっているかどうかを検討する

泊，および亜硝酸ソーダが高稀釈液にでも顕著な殺仔虫 ために加えられた。また棚砂を加えたのは， Cameron

作用を呈することをみた（安田， 1957）。 および Parnell(1939）が1%の瑚砂が鈎虫卵を殺卵する

さて最近，駆虫剤と殺虫剤の分野でめざましい進歩が ことを指摘し，次いで Hoerlein(1950）が， 土壌中のイ

見られた。ところが殺虫剤の鈎虫仔虫殺減作用について ヌ鈎虫仔虫を殺滅すると述べているので，本薬剤が仰

は，佐野（1952），および武田（1956）が報告しているのみ vz・troでも殺仔虫作用を呈するかど うかを調べるために

で，系統的な，広範囲にわたる研究はなされていなし、。 加えることにした。

そこで私は前報にひきつづいて，駆虫剤，および殺虫剤 供試薬剤の稀釈は水道水で行った。ただしパラシモー

等の，鈎虫仔虫に対する殺滅試験を inVl・troで、行った ルは水に不溶なるため，薬剤1に対し，乳化剤エマルゲ

から，ここに報告する。 ン（花王石鹸）を4の割に混入してから，水道水で稀釈し

実験方法

供試薬剤としては，次の九種を用いた。すなわちヘキ

シールレゾルシン．アスカロンT乳剤（ナガ製薬），デリ

ス乳剤（ロテノーン2%含有，三共）， DDT手L剤 （30%,

味の素）， BHC乳剤（ガンマー体10%含有， 大同除虫

菊）， DN乳剤（15%，三井化学），オポトラン乳剤（20

Jb，三井化学），パラシモーノレ，および捌砂。上記の中，

アスカロンT乳剤というのは，パラシモール（p・Cyrnol)

90 Jb，アスカリドール 10Jbの混合物へ DN乳剤という

のは， Dinitro・0・cyclohexylphenol (DNOCHP）とし、

う化学式をもった殺虫剤， オボトラン乳剤（Ovotran）と

いうのは， K6451ともいい， p-Chloropheny1-p-chloro・

benzensulphate (CPCBS）としづ化学式をもった，

ICHIRO YASUDA ; The e任ectof various che-
micals on the larvae of hookworms. (2) The z"n 
Vl・trotest of anthelmintics and insectcides etc, 
¥Department of Parasitology, National Institute 
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本アスカロンTはアスカロンとは異なる。後者はへ

ノポジ油原液を 43～72°Cで， 減圧蒸溜したとき
えられるもので， Ascaridol 10 ~6, p-Cymol, 1・
Limonen, 2-8-p-Menthadienの混合物である。

Tこ。

供試仔虫は，イヌ鈎虫仔虫，ヅピニ鈎虫仔虫，アメリ

カ鈎虫仔虫の3種で、あった。

実験方法は前報（安田， 1957）に報告したのと同一であ

るが，概略を示すと，培養した上記仔虫（年齢，培長後

7～10日）懸濁液を， 上記供試薬剤稀釈況をに浸漬（温度

30°C, 10°C）し，浸漬後1日， 3日， 7日， 14日に鋭見

し，生死合計100匹以上数え，殺減率を算出した。

実験結果

1. ヘキシールレゾルシン： 本薬剤稀釈液は， 第1

表に示すように，三種鈎虫仔虫に対して殺減効果を示す

（第1表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合は，第1表に示すように，有効限

界濃度は， 30°C浸漬では，第1日，および第3日8000

倍，第7日， および第14日16000倍， 一方10°c設涜

では， 浸漬第1日， 第3日，第7日8000情，第14日

16000倍である。次に殺減率の時間的推移をみると，

30°C浸漬は各濃度とも殺減率は上昇してし、る。 しかし

10°c浸漬では， 32000倍では，第1日と第3日の殺減率

の聞に有意の差がない（χ2=0.0505lJ 最後に，f毘度によ

る殺減率の差をみると， 32000ff'f~・漬第 1 日を除いて
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第 1表へキシールレゾルシユ／の殺 i威率（タ~）

イ ヌ長命虫イ子虫 ヅピニ鈎虫仔虫 アメリカ鈎虫仔虫

倍 1日 3 7 14 1日
率

4000 100 100 100 100 100 
30 
8000 100 100 100 100 48.5 

度
16000 13.8 66.2 100 100 0.8 

浸
32000 4.5 9.1 45.1 99.1 。

J一E会三 対照 。 。 。 。。
4000 

10 
100 100 100 100 100 

8000 100 100 100 100 63.2 
度
16000 5.6 17.6 72.3 100 。‘8、包三足ヨ

1.7 漬 32000 3.9 3.7 15.7 63.2 

対照 。 0.7 。 4.0 0.9 
（χヒ 0.0329で有意差がなし、），高温の方が殺減率が高

し、。

ザピニ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は， 30°C浸

漬では，浸漬第1日4000倍，第3日，第7日8000倍，

第16日16000倍， 10°C浸涜では，浸漬第1日，第3日

4000倍，第7日，第14日8000倍である。次に殺減率の

時間的推移をみると， 8000倍， 16000倍では，時間とと

もに殺減率は増大しているが， 32000倍第1日，第3日

は，同温度とも殺減率の増加はみられない（両者の殺減

率の間には30コC,10°C とも，直接確率計算法で有意差

がない）。最後fc_30°C浸漬と 10°c浸漬の殺減率の相

違をみると， 8000倍浸漬第1日は，侭温浸涜の方が殺減

率が高く（その差は， χ2=35.5236で， 1JO'以下の危険率

で有意），第3日は高温浸漬の方が殺滅率が高い（直接確

率計算法で1;i，；以下の危険率で有意）。また16000倍波

法では，浸涜第1日，および第3日の両温度の殺滅率の

聞には相違かなく （前者は直接確率計算法で p=0.5001

で有意でなく，後者はが＝0.01836で有意で、はなし、），

第7日は低温長漬の方が殺減率が高く （χ2=15.3830で，

15'6'以下の危険率で有意差がある），第14日には両温度

の殺減率の聞には相違はない（直接確率計算法でその差

は有意で、ない）。最後に32000倍浸漬では，全浸涜期聞

を通じて，同温度の殺減率の聞に有意差がなし、。

アメリカ鈎虫仔虫でよ，有効限界濃度は， 30°C浸漬第

1日8000情，第3日，第7日16000倍，14日では32000

倍でも 1005'6'殺減しているが，それ以上の稀釈度では実

験を行っていないから，正確な値はわからない。一方

10 C浸漬では， 浸漬第1日4000倍，第3日，第7日

3 7 14 1日 3 7 14 

100 100 100 100 100 100 100 

100 100 100 100 100 100 100 

22.2 76.2 100 82.3 100 100 100 

1.9 12.3 54.6 9.8 51.2 82.7 100 。 0.8 3.1 3.0 8.5 9.7 1.7 
100 100 100 100 100 100 100 

92.8 100 100 93.1 100 100 100 

8.3 93.3 98.4 47 .6 100 100 100 

2.4 17.2 59.7 27.0 36.3 94.1 100 。 。 。8.4 13.8 61.0 89.1 
16000倍である。第14日は32000倍でも 100%殺減を

示している。なお10°c浸漬第14日の対照の死亡率は

89.1 %であるが， これと前者との差は直接確率計算法

で1.%以下の危険率で有意であるから，寒冷のためだけ

で100%の殺減率を呈したと考えることはできない。な

お， 30°C浸漬と 10°c浸漬の対照の死亡率の聞には，

全法漬期聞を通じて， χ2検定で1%以下の危険率で有

意の差がある。つまりアメリカ鈎虫仔虫は， 10°Cで浸

潰したときは， 30°Cで浸潰したときより， 多数の仔虫

が死亡するわけである。

2. アスカロン T乳剤：木薬剤稀釈液も 3種鈎虫仔

虫に対して殺減効果を示す（第2表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合は，第2表に示すように有効限界

濃度は， 30°C浸漬では，浸漬第1日500倍， 第3日，

第7日，第14日2000倍である。一方10°C浸漬では，

泣漬第1日には， 250倍では49.7%の殺減率しか示さな

いが，第3日には250倍で100;'b殺滅している。浸法第

7日，および第14日の有効限界濃度はともに 1000倍で

ある。また全浸漬期間を通じて，各稀釈度とも 30°C浸

涜の方が殺減率が高い。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C浸

漬では，浸漬第1日，第3日，第7日1000倍，第14日

2000倍， 10°c法涜では， 浸漬第1日500倍， 第3日

1000倍，第7日，および第14日では2000倍である。次

に浸漬温度の相違による殺減率の差をみると， 1000倍

浸漬第1日には30°C浸漬の方が殺減率が高いが（直接

確率計算法で1JO'旬、下の危険率で有意の差がある），

2000倍民，漬では，浸漬第1日には30°C浸漬の方が殺滅
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第 2表アスカロシ T 手し剤の殺減 率（~b)

481 

イ ヌ 鈎虫イ子虫

14 1日

ヅピェ鈎虫イ子虫

14 1日

アメロカ鈎虫仔虫

14 

100 

100 

79.8 

15.3 

16.7 

6.8 

0 

1日

100 

100 

100 

100 

40.4 

6.3 

2.2 

3 

100 

100 

100 

100 

64.1 

13.5 

4.5 

7 

100 100 

100 100 

100 100 

100 73.l 

93.2 0.8 

33.5 

0 0 

100 

100 

100 

74.2 

15.9 

3 

100 

100 

100 

93.1 

9.0 

。

7 

。

100 100 

100 100 

100 100 

100 100 

24.3 96.3 

46.4 

0.8 0 

3 

100 

100 

100 

100 

100 

94.8 

0.7 

100 

100 

100 

100 

100 

87.8 

5.8 

7 

100 

100 

100 

100 

100 

99.2 

5.8 

250 49. 7 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

10 500 19. 5 97. 8 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

位

浸

武

1000 

2000 

4000 

8000 

対照

7.5 

6.8 

1.6 

0 

0 

17.l 

15.2 

10.0 

1.8 

0.7 

100 

44.1 

18.5 

4.0 

0.8 

100 67.3 

100 12.1 

33.7 2.8 

5.8 

0 0 

100 

69.1 

35.。
100 

100 

56.1 

。 。

100 85.2 

100 63.8 

92.1 24.1 

36.6 

0.9 0 

100 

99.2 

95.6 

82.4 

0.7 

100 

100 

100 

95.3 

11.8 

100 

100 

100 

100 

25.9 

第 3表デリス 手し剤の 殺減率（タ＇o')

倍
率

イ ヌ鈎 虫仔虫

7 14 1日

ヅピ＝鈎虫仔 虫

7 14 1日

アメロカ鈎虫イ子虫

7 14 1日

∞∞∞

照

n
u
n
u
n
u
 

。山
d
せ

Q
U

対

ω
度

浸

漬

1000 95.1 

59.6 

30.8 

7.9 

0.6 

100 

100 

83.4 

17.8 

1.5 

3 

100 

100 

87.4 

31.7 

3.4 

100 98.0 

100 82.6 

97.0 22.0 

41. 7 0.9 

1.6 0 

100 

97.6 

41.1 

5.3 

0 

3 

100 

99.2 

90.9 

32.3 

0 

100 100 

100 100 

97.9 97.8 

22.4 62.9 。。

100 

100 

100 

65.2 

0 

3 

100 

100 

100 

97.0 

31.9 

100 

100 

100 

100 

56.。
10 
2000 

民 4000
: 8000 

一対照

1000 64.8 

29.9 

6.4 

3.1 

0.9 

100 

33.8 

9.0 

4.2 

0.7 

100 

18.4 

14.7 

4.4 

0.8 

100 100 

100 89.0 

60.7 13.7 

8.4 0.9 

0.8 0 

100 

86.9 

17.9 

0 

0 

100 

f¥2.6 

22.4 

4.0 

0 

100 100 

100 100 

100 100 

50.7 83.4 

5.3 0 

100 

100 

100 

96.4 

1.2 

100 

100 

100 

98.6 

10.6 

100 

100 

100 

100 

34.9 

率が高く（χ2=92.74で， 1 ~o' .l:J下の危険率で有意），第 倍，第3日1000倍，第7日4000倍である。 第 14日は

3日には差違なく（が＝a°.7050)' 第7日は10°C浸涜の 8000倍でも 100~o' の殺減率を示している。

方が殺減率が高い（直接確率計算法でHo'以下の危険率 3. デリス乱剤：本薬剤稀釈液 も三種鈎虫仔虫に対

で有意の差がある1。また4000倍泣漬では，以漬第1日 して殺減効果をもっ（第3表）。

は差迫なく，第3日，第7日，第14日には，10C泣涜 イヌ鈎虫仔虫においては，30°C1000倍氏涜第1Flに

の方が殺減率が高い（χ2検定で1Jo'以下の危険率で有意 は，95.l;'o'の殺減率を示すが，第3日には2000倍溶液

の差がある）。 において 100Jo'の殺減率を示す。 しかし4000倍では，

アメ リカ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は，30°C 83.4 9o'である。 したがって， その有効限界濃度は，第

七4：泣では，第1日2000倍，第3日，第 7日， および第 3日には2000倍である。また第7日，および第14日で

14日4000倍である。 一方10'C辺涜では，第1日500 も2000倍である。 一方10。cbi，泣， 1000倍， 浸涜第1

( 89 ) 
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日には， 殺減率は64.8~bであるが， 第3日に100!Jbの

殺減率を示す。なお有効限界濃度は，浸漬第7日1000

倍，第14日2000倍である。次に殺減率の時間的推移を

みると， 30°C浸漬では， 4000倍浸漬第3日と，第7日

の聞には，殺減率の上昇がなし、（第3日， 83.4タム第7

日， 87.4!Jbで，その差はが検定で有意でない， χ2=

0.9384）。また 10°C浸漬2000倍では，第1日29.9!Jb, 

第3日33.8%，第7日18.4!Jbとなっているが，第1日

と第3日の殺減率の聞には有意の差がなく（χ2=0.5095)

第3日と第7日の殺減率の聞には2!Jb以下の危険率で有

意の差がある （χ2ニ7.9087）。すなわち，第1日と第3日

の聞には殺減率の上昇はないが，第3日と第7日の聞に

は逆に低下がある。最後に，高温浸漬と低温浸漬の殺減

率の相違をみると，全浸漬期間を通じて，各稀釈度と

も，高温浸漬の方が殺減率が高い。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は， 30°C浸

漬では，第1日は1000倍以下であるが， 第3日， 第7

日は1000倍， 第 14日は2000倍である。一方10°c浸

漬では，第1日，第3日，第7日は1000倍，第14日は

4000倍である。次に殺減率の時間的推移をみると， 30°C

浸漬2000倍では，浸漬第1日と第3日の聞には上昇が

みられるが，第3日と第7日の聞には上昇はみられない

（χ2=0.3527）。一方10°C浸漬では，第1日，第3日，

および第7日の聞に殺減率の上昇はみられない（第1日

と第3日の殺減率の差は， χ2検定で， X2=0.2378，第3

日と第7日のそれの差は，X2=2.6211で，ともに有意の

差がない）。また4000倍浸漬第1日，第3日，第7日の

聞に殺減率の上昇はみられない（第1日と第3日の殺滅

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 5号

率の差はが検定で， χ2ニ0.9551，第3日と第7日のそ

れは， X2=0.9465で， ともに有意でない）。 最後に高温

浸漬と低温浸漬の設減率の相違をみると， 1000倍浸漬

第1日， 2000倍浸漬第1日， 8000倍浸漬第1日を除い

て，高温浸漬の方が殺減率が高い。

アメリカ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C

浸漬第1日には2000倍，第3日，第7日は4000倍であ

る。なお浸漬第14日は， 8000倍でも 100~b殺滅を示し

ている。一方10°C浸漬では，第1日，第3日，第7日は

4000倍である。また第14日では，8000倍でも 100!Jb殺

減を示している。次に浸漬温度の相違による殺減率の

差をみると， 8000倍浸漬第1日，第3日とも，低温の

方が殺減率が高い（第1日における殺減率の差は，χ2=

14.7908で， l ijb以下の危険率で有意， また第3日のそ

れはがニ36.0908で， 15'6'以下の危険率で有意）。

4. DDT乳剤： 木薬剤も三種鈎虫仔虫に対して殺

減作用をもっ（第4表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は， 30°C浸漬で

は，全浸漬期間を通じて 1000倍である。一方10°c浸

漬では，浸漬第1日では， 1000倍以下であるが， 第3

日，第7日，第14日では， 1000倍である。次に殺減率

の時間的推移をみると， 2000倍， 第 1日99.0IJ6'，第3

日90.85'8で，その差はが検定で25'6以下の危険率で有

意である（χ2=6.0997）。すなわち第3日には殺減率が低

下している。また第7日は100%であるが，これと第3

日の殺減率の間には直接確率計算法で1°6以下の危険率

で有意の差がある。つまり第7日には殺減率は増加して

いる。 ところが浸漬第14日には98.15'6となっている

第 4表 DDT写し剤の殺減率 （!JG)

イ ヌ鈎虫仔虫 ヅピニ鈎虫仔虫 アメロカ鈎虫仔虫

率倍 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
30 

99.0 90.8 100 98.1 100 100 100 2000 100 100 100 100 100 
度
4000 2.3 5.6 33.0 20.6 80.8 18.7 9.2 12.0 97.9 87.5 68.0 69.7 

浸 。 。 19.3 4.7 0.5 6.0 5.6 4.2 33.1 79.8 55.6 7.7 漬 8000

対照 。 。 9.1 0.6 6.3 3.4 3.3 0.7 4.6 2.8 。 5.8 
1000 96.0 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

. 10 
2000 37.5 83.8 22.7 79.3 99.2 97.5 87.5 89.3 100 100 100 100 

度
4000 。 。 1.4 5.1 64.3 7.0 8.6 18.6 73.2 72.6 78.9 87.0 

浸
8000 0.6 。 0.6 1.6 5.4 5.3 4.5 18.4 0.4 0.7 1.2 64.2 

一f'民対照 4.4 2.3 5.8 1. 7 1.5 2.3 3.5 3.6 1.0 23.8 96.8 69.0 

( 90) 
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が，これと第7日の殺減率の聞には，直接確率計算法で 期間を通じて 1000倍である。次に殺減率の時間的推移

2 JO'以下の危険率で有意の差がある。すなわち第14日 をみると， 30°C,4000倍浸漬第1日80.8.90'，第3日

には殺減率は低下している。このような低下は， 30°C, 18. 7 ;JO'，第7日9.2.9~ というふうに低下している。第

4000倍浸潰第7日と第14日の間（その殺減率は33.3;JG 14日は12.0%であるが，これと浸漬7日の殺減率9.2

と20.6%であり， その差は2;JO'以下の危険率で有意， %の間には有意差はない （χ2=0.09345）。一方， 10°c,

Vニ5.7496),10°C, 2000倍浸法第3日と第7日の間（そ 2000倍浸漬第1日99.2;JO'，第3日97.5%で，その差は

の殺減率は83.8;70'と22.7;JO'で，その差は1%以下の危 有意義ではないが，第7日の殺減率87.5%と第3日の

険率で有意， χ2=969.266）に見られる。最後に浸漬温度 殺減率97.5;Jo'の聞には5;Jo'以下の危険率で有意差があ

の相違による殺減率の差をみると，全浸漬期間を通じ る（χ2=7.6223）。 つまり殺減率の低下がみられる。また

て，各稀釈とも 30°C浸漬の方が殺減率が高い。 10°C浸漬4000倍では第1日64.3%, 第3日7.0.90'と

ヅピニ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は30°C浸漬 著明~·こ低下している。次に浸漬温度の相違による殺減率

では，浸漬期間を通じて 2000倍， 10°c浸漬では，浸漬 の差をみると，浸漬第14日では， 4000倍においては差

第 5表 BHC乳剤の殺滅率 （.90')

倍
率

イヌ鈎虫仔虫

7 14 1日

ヅピェ鈎虫仔虫

7 14 1日

アメ.1) カ鈎虫イ子虫
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はないが（χ2ニ2.4880),8000倍においては低温浸涜の方

が殺減率が高い（両温度の殺減率の差は1%以下の危険

率で有意）。

アメリカ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C

浸漬， 10°C浸漬とも 2000倍である。また浸漬第1日に

おける，浸漬温度の相違による殺減率の差をみると，

2000倍， 4000倍浸漬とも高温浸漬の方が殺減率が高い。

5. BHC乳剤：木薬剤も三種鈎虫仔虫に対し殺減効

果を示す（第5表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は，高温，低温

浸漬とも 2000倍である。また本薬剤においては，低温

で浸潰した場合より高温で浸潰した方が殺滅率が高L、。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合も，有効限界限濃度は，両温度

とも 2000倍である。まずこ本薬剤においては， 8000倍浸

漬第7日， および第14日を除いて， 高温浸漬の方が低

温浸漬より殺減率が高い。

アメリカ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C

浸漬では2000倍， 10°C浸漬では1000倍である。

6. DN :fl剤：本薬剤も三種鈎虫仔虫に対して殺減

効果を示す（第6表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C浸漬

では，全浸涜期間を通じて 2000倍， 一方10°C浸漬で

は，浸漬第1日1000倍，第3日，および第7日2000

倍，第14日4000倍と上昇している。次に浸漬温度の相

違による設減率の差をみると， 4000倍浸漬第1日，第3

日，第7日は相違はないが， 第 14日では依温の方が設

減率が高い（30°C浸漬と 10:ic浅漬の殺減率の差は直接

確率計算法で1%以下の危険率で有意）。また8000倍、浸

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 5号

漬では，浸漬第1日，第3日，第7日とも有意差がない

が（第1日， X2=1.2153，第3日， χ2=3.1459，第7日，

χ2=0.0216），第14日は10°C浸漬の方が殺滅率が高い

（χ2=34.2966で， l ,96'.l:J下の危険率で有意差がある）。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は30°C 浸漬

では，第1日，第3日，第7日1000倍，第 14日2000

倍である。一方10°C浸漬では， 全浸漬期間を通じて

2000倍である。次に浸潰温度の相違による殺減率の差

をみると， 4000倍では全浸漬期間を通じて，また8000

倍では第3日，第7日，第14日において， 10°c浸漬の

方が殺減率が高い （前温度の殺減率の差はし、ずれも 1,96'

以下の危険率で有意）。

アメリカ鈎虫仔虫の場合は， 有効限界濃度は， 30°C

泣漬では，第1日2000倍， 第3日， 第7日，および第

14日で、は， 4000倍である。一方10°C浸涜では，第1

日2000倍，第3日， および第7日4000倍である。第

14日では8000倍で100fj,6の殺減率を示しているが， 対

照の死亡率は91.5tJ6'となっている。 ところがこの差は

直接確率計算法で1tJ6'以下の危険率で有意であるから，

8000倍浸漬14日の殺滅率100tJ6'は寒冷のためだけで‘生

じたと考えることはできない。次に浸潰第1日の殺減率

の，浸漬温度による相迭をみると， 4000倍， 8000倍と

も，｛民、温浸涜の方が殺減率が高い （両者とも，温度によ

る殺減率の差はl.96'以下の危険率で有意）。

7. オボトラン乳剤： 本薬剤稀釈液も三種鈎虫仔虫

に対して殺減効果を示す（第7表）。

イヌ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は30°C浸漬

では第1日，第3日，第7日はともに2000倍，第14日は

第 7表オボトラシ手し剤の殺減率（%）

イ ヌ鈎虫仔虫 ヅピ＝鈎虫仔虫 アメリカ鈎虫イ子虫

倍率 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
30 
2000 100 100 100 100 100 97.4 100 100 100 100 100 100 

度
4000 87.1 71.9 87.3 100 83.1 47.8 34.2 83.6 100 100 100 100 

浸
8000 21.9 17.1 40.8 92.5 。 。 2.3 53.4 62.0 80.7 96.0 100 

漬対照 。‘6 1.5 3.4 1.6 。 。 。 。 。 2.2 31.9 56.0 

1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
10 
2000 97.4 99.2 98.0 100 100 99.0 96.8 100 100 100 100 100 

度
4000 95.2 98.4 96.7 95.9 53.3 13.3 11.6 56.8 100 100 100 100 

浸
。 6.8 0.8 漬 8000 4.1 0.9 1.3 6.9 1.5 97 .0 91.8 96.9 100 

対照 0.9 0.7 0.8 0.8 。 。 。 1.5 。 1.2 10.6 34.9 

( 92 ) 
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4000倍である。一方10°c浸漬では，第 1日，第3日，

第7日1000倍，第 14日2000倍である。次に殺減率の

時間的推移をみると，4000倍浸漬，第 1日87.l＇／£，第

3日71.9%で，その差は1'/6'以下の危険率で有意であ

る。したがって，浸漬第3日には殺減率が低下したこと

になる。ところが第7日は87.3%と上昇している （第3

日の殺減率と第7日の殺減率の聞には1,9£以下の危険率

で有意な差がある）。最後に浸漬温度の相違による殺減

率の差をみる之， 4000倍浸潰第1日には殺減率の差は

なく，第3日，および第7日には低温の方が殺減率が高

く （前者では1%以下町後者では2'/b旬、下の危険率で

有意の差がある），第 14日には高温の方が殺減率が高い

( 1 'j6'.l;J、下の危険率で有意の差がある）。 ところが8000

倍では，全浸漬期間を通じて，高温浸漬の方が殺減率が

高い。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は30°Cでは

第1日2000倍，第3日1000倍，第7日，第 14日1000

倍，10°cでは，第 1日2000倍，第3，第7日1000倍，

第14日2000倍である。次に殺減率の時間的推移をみ

ると，30°C浸漬4000倍では，第1日83.1,96，第3日

47.8 ,96と低下している。第7日の殺減率は34.2,96であ

るが，これと第3日の殺減率の聞には2,96以下の危険率

で有意差がある。つまり第7日には殺減率は低下してい

るが，第 14日は83.5'J6と上昇している。また10°C浸

漬 4000倍第1日53.3%，第3日13.3%と低下し， 第

7日は11.65ぎとなっているが，これと第3日の殺減率

との間には有意差はみられない（χ2ニ0.1610）。ところが

第 14日は 56.8%と上昇している。最後に浸漬温度の相
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違による殺減率の差を第14日でみると，高温の方が殺

減率が高い。

アメリカ鈎虫仔虫の場合は，有効限界濃度は，30c 

浸漬，10°C浸漬ともに，第1日，第3日，第7日4000

f告で、ある。第14日においては8000倍でも 100M殺滅を

示しているが，それ以上の稀釈度で実験を行っていない

から，有効限界濃度について正確なことはわからない。

8. パラシモール： 木薬剤は高濃度で長期間作用さ

せないときは，三種鈎虫仔虫に対して殺減効果を示さな

い（第8表）。

イヌ鈎虫仔虫の場合，500倍液で， 30°Cで浸漬した

とき，浸漬第1日の殺減率は，12.9%，第3日99.2,9£, 

第7日97.4'j6, 第 14日99.1Jbというふうに100,96’殺

滅しない。また10°Cで浸潰したときは，第1日2.7,96, 

第3日12.2,96，第7日100%となるが，第14日には

95.5 ,96となっている。 これと第7日の殺減率の聞には

1ヌ6.I:）、下の危険率で有意差があるから，第7日の lCOJ6 

の巾には，仮死したものが含まれているか，あるいは第

14日の殺減率95.5,96と100Mの差4.5Jo'は生き返った

仔虫と考えられる。

ヅピニ鈎虫仔虫の場合には，30°C浸漬， 10°c 長，漬

とも，500倍でも第1日，第3日には100が殺滅を示さ

ないが，第7日，および第14日では1000倍で100'jb殺

滅を示す。一方10°c浸漬では第1日，第3日には，上

と同じく 500倍でも 100,96殺滅を示さないが，第7日で

は500倍で，第 14日では1000倍で100,96'殺滅を示す。

アメリカ鈎虫仔虫の場合には， 500倍浸漬でも 30°C

10°C とも，浸漬第1日，第3日には100ガ殺滅を示さ

第 8表ノぐラシモ ー ノレの殺減率 （,96)

イ ヌ鈎虫仔虫 ヅ ピニ 鈎虫仔虫 アメリカ鈎虫イ子 虫

率倍 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

500 12.9 99.2 97.4 99.1 32.8 97.5 100 100 90.4 99.1 100 98.4 
30 
1000 8.3 99.0 99.0 99.1 42.4 98.5 100 100 90.9 96.0 94.7 96.5 

度
2000 5.9 99.1 82.3 90.9 24.8 97.6 100 99.1 83.8 97.6 95.3 97.5 

浸
2.2 57.9 88.1 8.4 33.3 81.7 90.9 65.5 98.5 85.7 76.8 漬 4000 57.2 

対照 2.2 。 2.7 2.5 。 。 。 。1.3 8.3 3.1 5.5 
10 
500 2.7 12.2 100 95.5 4.0 65.6 100 100 6.3 97.4 100 100 

度
1000 2.9 13.0 13.2 45.2 3.9 9.7 78.6 100 11.2 93.0 100 100 

2000 0.8 13.9 9.0 28.9 12.7 18.0 53.3 100 4.9 77.1 100 100 
浸
漬 4000 。 3.8 10.5 12.0 7.4 6.6 11.9 78.3 3.8 21.8 88.0 100 
対照 2.2 。 。 2.8 。 。 。 5.3 1.4 4.7 41.8 91.5 

( 93 ) 
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第9表翻砂の殺減率（タ'b)

イ ヌ鈎虫仔虫 ヅピ＝鈎虫仔虫 アメリカ長命虫イ子虫

倍
1日 3 7 14 1日率

30 100 1. 7 1.4 0.8 93.4 2.1 

度 200 4.5 0.7 0.9 42.3 0.6 
ご？突三ヨ 400 9.0 。 0.9 4.0 2.1 
漬対照 1.2 0 。 0.8 1.8 
10 100 。 。 。 5.6 1.5 
度 200 。 。 0.7 2.3 4.0 
浸 400 。 。 2.7 。1.6 
漬対照 。 0 。 。。
ないが，浸漬第7日には，30°C浸涜では500倍， 10°C

浸漬では2000倍で100M殺滅を示す。なお30°C500倍
浸漬第14日には98.45'6'の殺減率を示しているが，これ

と上述の第7日の殺減率100%との聞には有意差はな

い。また10°c浸漬では， 4000倍でも 100M殺滅を示し
ているが，対照、の死亡率は91.5，%となっている。

なお，パラシモールは，さきに述べたように，乳化剤

エマノレヂンで乳イ七したのち稀釈したが， パラシモ｛ノレ

500倍稀釈以下では， エマルゲ、ンの白濁度がはげしいた

め，鏡見が不能であった。それゆえ 500倍以下では実験

してない。

9. 棚砂： 本薬剤は第9表に示すように， 100倍で

は，イ ヌ， およびヅピニ鈎虫仔虫に対してまったく殺減

効果を示さなし、。しかしアメリカ鈎虫仔虫に対しては，

100仇 10°C浸漬第14日において 100~b殺滅 を示し

た。

考察と小括

1. 本実験の結果によると，供試九薬剤中，いちばん

有効なものは， ヘキシーノレレゾノレシンで， その有効限

界濃度は第10表に示すように，30°C浸漬1日で、は，

イヌ， およびアメリカ鈎虫仔虫8000倍， ヅピニ鈎虫仔

虫4000倍である。けれどもそれは，前報で、述べた芥子

泊の薬効より劣っている。芥子泊30°C没漬1日では，有

効限界濃度は，イヌ，およびザピニ鈎虫仔虫64000倍，

アメリカ鈎虫仔虫32000倍で、あった。

本興験の結果では，瑚砂は有効でなかった。棚砂は，

さきtこ述べたように， Hoerlein (1950, 1951）が，土壌

中のイヌ鈎虫仔虫を殺滅する薬剤として推賞しているも

のである。 Hoerleinの結果と本実験の結果が，このよ

3 7 14 1日 3 7 14 

5.9 3.0 42.9 30.6 25.0 95.4 98.0 

1.5 2.2 9.4 29. 7 13.3 97.6 87.2 

0.8 1.0 6.2 1.5 8.4 72.7 45.3 

0.7 1.5 5.4 4.7 9.6 22.7 60.1 

1.3 2.6 0.8 13.0 56.9 27.9 100 

2.6 5.7 2.6 10.0 32.7 11.6 99.1 

2.8 2.5 2.6 6.8 16.2 10.5 98.1 

4.0 1. 7 2.9 。 13.2 5.7 97.6 
うに異なっているのは，前者が土壌実験であり，後者が

試験管内の実験であるためと，一応考えられる。これに

ついては第3報で述べる。

パラシモJルは，高濃度の液を高温で， 3日，あるい

は7日以上浸潰しなし、かぎりは，殺減効果を発揮しな

い。なお山下によると，本薬剤は，蜘虫駆虫作用がな

く，畑虫の産卵機能を抑制するのみだとしづ。他の薬剤

は，アスカロンT乳剤を除いて，効果はほぼ伯仲してい

る（第10表）。佐野（1952）は， BHC水和剤（ガンマー体

5，%含有）1 ~b では， 供試ヅピニ鈎虫仔虫の大部が死ぬ

のは11～12時間，全部が死ぬのは18～19時間， また

0.2%液ではなんら殺仔虫作用がないといっている。 さ

てガンマ｛体を基準にして計算すると， 0.2%は本実験

の1000倍液にあたる。 ところで本実験では， 浸漬して

から 24時間同に鏡見したところ， 供試ヅピニ鈎虫仔虫

の全部が死んでいた。また佐野は， DDT水和剤（20~~） 

0.5%液では，殺仔虫作用はないとしている。 ところで

DDT含有量を基準にして計算すると， 0.5~b液は，木

実験の 1000倍液よりも DDT含有量が多い。 ところが

木実験ではヅピニ鈎虫仔虫を24時間以内に100%殺滅

している。この相違は，乳剤と水和剤の相違によるとこ

ろが多いと考えられる。 ところで BHCや DDTを用

いて農業昆虫を殺滅する場合，乳剤と水和声jを同一濃度

で撒布しても，乳剤の方が殺虫力が強いといわれてい

る。そして，それは乳剤の方が昆虫休への附治や浸透

が，水和剤より高いためで、あるとされている。

2. 私はさきに（安旧， 1957），二硫化炭素にイヌおよ

びヅピニ鈎虫仔虫を民漬した場合，芥子泊にイヌおよび

ヅピニ鈎虫仔虫を浸潰した場合，ネオジク．ロンにアメリ

カ鈎虫を浸潰した場合，二臭化エチレンにイヌ，ヅピニ

( 94 ) 
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およびアメリカ鈎虫仔虫をも；：涜した場合，浸涜第1円の

有効限界濃度の 1, あるいは2段上の稀釈において，没

泣第1円，あるいは第3日には，高‘温没mの方が殺減率
が高いが，それ以後になると低温以泣の方が殺減率が高

くなるか，殺滅率の差がなくなることをみ，このような

現象は，これら薬剤を蜘，鈎虫卵に作用さぜたとき見ら

れないことを強調した。ところが本実験においても，ア

スカロンT乳剤にヅピニ鈎虫仔虫を没涜した場合，デリ

ス乳剤にヅピニ鈎虫仔虫を以泣した場合， DDT乳剤に

ヅピニ鈎虫仔虫を浸涜した場イ｝＇＂， DN乳剤にイヌおよび

ヅピニ鈎虫仔虫を泣涜した場合には，浸涜後期には低温

泣涜の方が殺減率が高くなっている （ただし本実験の場

合には，浸涜第1日には殺減率の差のないことが多い）。

しかも 8000倍のような高稀釈液に法涜したとき，このよ

うな現象がみられることは，大いに注目すべき点で、あるo

ところで，昆虫に薬剤を作月jさせて殺滅する場合には，

殺虫は， 1.毒物が昆虫に段取，！！＆.牧，および既入され

て，その組織に作用する速度と度合， 2.毒物が排1J!t,
分解，および解毒される速度と度合， とし、う二つの肉子

によって規定されるといわれる （Brown1951）。それゆ

え， 1.温度が高いと代謝がさかんに行われるから， J設
取される毒物の量も多く，その作日］も急速に現われる。

したがって，例外はあるが，作打］温度が高いときには，

殺虫率が大きし、。たとえば， Eutettixtenellus （ヨコパェ

の一種）にピレトリン（除虫菊）を作mさせたとき， 60°F 
(16°C）では殺虫率53,9b，一方100つF(38°C）では7396

である （Harrieset al., 1954）。 また Ahasverusadvena 

をデリスに泣涜したとき， 25°Cでは10°cの5併の殺

虫率がある（Craufurd-Benson,1938）。2.薬剤の処泣後

は，侭洞．の方が殺減率が高し、。これは，高温の場合の方

が低温の場合（ただし昆虫のMillhl.範囲内で）よりも，休内

にm取された毒物が，昆虫体内の解素によってより多く
分解，解1JJされるためで、あるとされている。たとえば，

Eutettix tenellusに同ーの作川温度でピレトリンを撒布

したとき処置後の祖度が90°F(32°C）のときは殺虫率

は81～88弘一方100°F (38°C）では29～33,96である

(Harries et al., 1945）。 また Plutellamaculipenni's （コ

ナガ）の幼虫に0.0125,96の DDT液を撒布したとき，

処問後の温度が90°F(32°C）のときは殺虫率9,96，一方

70°F (21°C）のときは78JGである （Dustan, 1947）。以

上のことから， 「薬剤の適川は殴い温度でなされ，それ

に低い温度の期間が続いたときに，昆虫殺滅は最良の結

巣がえられる。もし泊Ji]，および処置後の温度に単一の
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温度水準しか月］＼，、られないときは，処置後の条件がもっ

と決定的だから，侭配Lの方が好ましし、」とし、う原則がた

てられた（Harrieset al., 1945, Brown, 1951）。

もしわれわれが事象を現象的にみるならば，鈎虫仔虫

の，二硫化炭素，芥子泊，ネオジクロン，二臭化エチレ

ンおよび DNに対する態度は，上述の，ある種の薬剤jに

対するある種の昆虫の態度に合致している。また DDT

は，ある種の昆虫に対して，侭温時は高温時よりも殺虫

率が高し、，とされているが （Vinson,Kearns, 1952，山

崎および石井， 1954), このような現象はヅピニ鈎虫仔

虫を DDTに説法したさいにも見られる。 また本実験

において，二硫化炭素，および DDTにおいて殺減率の

侭下，すなわち仮死状態よりの蘇生がみられたが，これ

は二硫化炭素，およびピレトリンを昆虫に作則させた場

合みられる蘇生に似ている。

けれども，鈎虫仔虫は昆虫とは分顔学上の｛立置も，形

態学的にも，異なっている。 Haemonchuscontortus, 

T richostrongylusゅρおよび N争ρostrongylusmurisの感

染仔虫の被鞘の化学成分についての Birdおよび Rogers

(1956）の研究によると，脂質の存在は疑わしく，プロリ

シ，水酸化プロリン，アスパルギ、ン酸，チステイン酸，

グルタミン酸，アラニン，ロイシン，グリシン，ヴアリン

のようなアミノ酸からなる。また Ascarislumbricodies, 

Toxocara mystax, Strongylus equinusのクチクラの化学

成分についての， Bird(1956）の研究によると， 含水炭

素および脂肪はごく少量しかなく，キチン質は欠けてお

り，グリシン，アラニン，ヴアリン，ロイチン， トレオ

ニン，チステイン，チステイン酸，アスパルギ、ン酸，グ

ルタミン今酸， リジン，アルギニン，ヒステイジン，チロ

ジン， トリプトファン，プロリン，水酸化ブ。ロリンから

なる。感染仔虫のクチクラについては明らかでないし，

また彼らの行ったものは鈎虫仔・虫ではないが，この研究

から類推すると，鈎虫の感染仔虫のグチクラにキチン質

や脂肪の存在する可能性は少し、。一方昆虫のクチクラで

はこれらが主要な役割をむi｛じている。またある麗の昆虫

においては，たとえば DDT を無主与の DDE にrn~血眼す

る酵素が確認されているが（Vinson& Kearns, 1952), 

われわれは，鈎虫仔虫体に存在している解毒酵素につい

てなんら知っていなし、（意浦， 1939，武田， 1956）。 した

がってわれわれは，ある種の薬剤による鈎虫仔虫殺滅と

温度との関係は，ある種の薬剤によるある種の昆虫の殺

虫力と温度との関係に似ているといえるだけで，それ以

上のことはいうことはできない。けれども，この一致は

( 95 ) 
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第 10表各薬剤の有効限界濃度

へキシー Jレ アスカロユ／ ブJ． 
レゾJI-シユ／ T り ス DDT BHC DN オボトラユ／

30 イ ヌ .sooo倍 500 1000以下 1000 2000 2000 2000 

1 ヅピニ 4000 1000 500 2000 2000 1000 2000 

以F』二 アメ Pカ 8000 2000 2000 2000 2000 2000 4000 

10 イ ヌ 8000 250以下 1000以下 1000以下 2000 1000 1000 

日 ヅピェ 4000 500 1000 

度アメリカ 4000 500 4000 

30 イ ヌ 16000 2000 2000 

7 ヅピニ 8000 1000 1000 

皮アメ Dカ 16000 4000 4000 

10 イ ヌ 8000 1000 1000 

日 ヅ、ピ＝ 8000 2000 1000 
問同F、 アメロヵ 16000 4000 4000 

殺打・虫のメカニズムにも研究の手がのびねばならないこ

とを示唆している。

なお，鈎虫仔虫のグチクラがアミノ酸からなっている

らしいとしづ上述の煩推は，これまでに提唱された殺仔

虫剤たる，石炭酸，エチルアルコール，塩酸，ヨードチ

ンキ等が，蛋白凝固作川をもっていることを思い令すと

き，興味あるものがある。しかし木宍験に打jいられた薬

剤がなぜ殺仔虫作mをもっているかについては，この説
だけで説明することはできない。

3. 次にて〈種鈎虫仔虫の供試薬剤jに対する抵抗性を比

較してみよう。まず， 30°C浸漬第1日の場合は，ヘキ

シーノレレゾルシン，アスカロンT乳剤， DN手し剤，オポ

トラン乳剤に対しては，有効限界濃度は，ヅピニ鈎虫仔

虫はアメリカ鈎虫仔虫の l/2あるいは 1/4であり 10°c

u漬第1日には，デリス乳剤， DDT乳剤，オポトラン
乳剤に対しては，有効限界濃度は，ヅピニ鈎虫仔・虫はア

メリカ鈎虫仔虫の II 2あるいは 1/ 4 である（第10表）。

また殺減率からみても， ヘキシールレゾルシン16000

併に対し， 30℃泣涜第1日では，ヅピニ鈎虫仔虫0.8

Jb，アメリカ鈎虫仔虫82.3Jb, アスカロンT乳剤4000

併に対し， ヅピニ鈎虫仔虫0.8Jb，アメリカ鈎虫仔虫

96.3%, デリス乳剤8000f~fに対し， ヅピニ鈎虫仔虫

0.9 ,9b，アメリカ鈎虫仔虫62.9,9b, DDT乳剤8000倍

に対し，ヅピニ鈎虫仔!i~0.5,96'，アメリカ鈎虫仔虫 33.1

,96', DN 乳剤8000併に対し， ヅピニ鈎虫仔虫0,96', 

アメリカ鈎虫仔虫38.6,96'，オボトラン乳剤sooomv乙対
し， ヅピニ鈎虫仔虫0,96', アメリカ鈎虫仔虫62.0,96', 

1000 2000 2000 2000 

2000 1000 2000 4000 

2000 2000 2000 2000 

2000 2000 1000 2000 

2000 2000 4000 4000 

1000 2000 2000 1000 

1000 2000 2000 1000 

2000 1000 4000 4000 

というふうに，アメリカ鈎虫仔虫はヅピニ鈎虫仔虫よ

り，上記薬剤に対し，抵抗性が弱し、。これは二硫化炭素

手L剤，ネオジクロン，二央化エチレン， E硝酸ソ｛ダに

対して，アメリカ鈎虫仔虫はヅピニ鈎虫仔虫より抵抗性

が弱し、とし、う前報の結果に合致している。 しかし BHC

乳剤に対しては，有効限界濃度からみても，殺減率から

みても，アメリカ鈎虫仔虫はヅピニ鈎虫仔虫と同等の抵

抗性をもっ。

次にヅピニ鈎虫仔虫とイヌ鈎虫仔虫の供試薬剤に対

する抵抗性をみてみよう。有効限界濃度からみると，

30°C U漬第1日では， ヘキシールレゾノレシンに対し

ては， ヅピニ鈎虫仔虫はイヌ鈎虫仔虫の l/2アスカロ

ンT乳剤に対しては， ヅピニ鈎虫仔虫はイヌ鈎虫仔虫

の2倍， DDT乳剤に対しては，ヅ‘ピニ鈎虫仔・虫はイヌ

鈎虫仔虫の2fff,DN乳剤に対しては，ヅピニ鈎虫仔虫

はイヌ鈎虫仔虫の II 2である （第 10:::i長）。 また殺減率か

らみると，ヘキシーノレレゾルシン16000倍 30°C没涜第

1日では，ヅピニ鈎虫仔虫0.8,%, イヌ鈎虫仔虫13.8

Mで前者が強く， アスカロン T乳剤2000倍没涜では，

ザピニ鈎虫仔虫73.1.%，イヌ鈎虫仔虫15.3%で前若が

羽く，デリス乳剤2000倍に対しては，ヅピニ鈎虫仔虫

82.6，%，イヌ鈎虫仔虫59.6,96'で，前者の方が~Q＼，、が （ 1

M旬、下の危険率で有意差がある， χ2=15.902)' 4000併

では前者22.0,96'に対し，後背30.8，%で，有意差がない

（χ2=1.3518）。また DDT4000ff1に夫すしては， ヅ、ピニ

鈎虫仔虫80.8 ,96'に対し， イヌ鈎虫仔虫2.3,96'で， ヅピ

ニ鈎虫仔虫の方が弱く， BHC乳剤4000倍に対しては，

( 96 _) 
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ヅピニ鈎虫仔虫88.8.96'に対し， イヌ鈎虫仔虫36.7 f6 

で，ヅピニ鈎虫仔虫の方が弱く， DN乳剤4000倍に対

しては， ヅピニ鈎虫仔虫8.9%に対し， イヌ鈎虫仔虫

40.9，%＇で，ヅピニ鈎虫仔虫のブ Jが強し、。またオボトラン

乳剤に対しては， 4000倍以泣では両者に相逃がみられ

ないが， 8000fir浸漬では，ヅピニ鈎虫仔虫の方が強し、。

このように，ヅピニ鈎虫ff虫は，ある薬剤Iに対しては，

イヌ鈎虫仔虫より抵抗性が強く，またある楽剤に対して

は弱し、か，同等であるが，これは前識に述べたのと合

致している。

ところで，イヌ鈎虫仔虫およびヅピニ鈎虫仔虫を水道

水に入れた場合（対照群）には， 10°Cで浸潰したときで

も，泣泣第14日の死亡率は5,96'内外で， 30°Cで浸潰し

たときの死亡率と大差がなかった。ところが，アメリカ

鈎虫仔虫の場合は， 10°cで以泣したときは，以泣第7

r:1は50.96'内外， 以涜第14日には90.96'内外の死亡率を

示し， 30°Cで浸出したときの， それぞれに対応する死

亡率との間に有意差があった。このことは，アメリカ鈎

虫仔虫は，薬剤に対してばかりでなく，寒冷に述しでも

ヅピニ鈎虫仔虫より抵抗性が弱し、ことを物語っている。

要約

ヘキシールレソ9ルシン，アスカ υンT手L剤，デリス乳

剤U,DDT手L剤U,BHC手L州：］， DN手L剤u,オボトラン手L
剤， パラシモーノレ， 開~f＆のイヌ， ヅ、ピニ， アメリカ鈎

虫仔虫に対するスクリーニングテストを試験管内で尖施

し，設くの結果をえた。

1. )L極柴剤中，捌砂は殺仔虫作川がまったくなく，

パラシモールは，高濃度で，長JW~：泣しないかぎりは殺

仔虫作川を示さなかった。それ以外の来芥Ifは殺仔虫作川

を泣涜第1日に早くも示したが，そのけlでもヘキシール

レゾノレシンの薬効がもっとも強く， 8000倍で100,96殺

滅を示した。

2. 九種薬剤中， アスカロンT乳剤， デリス乳剤，

DDT乳剤， DN乳剤は，侭間以泣の方が高lliri.b；：泣より

殺減率が高かったが，仙の薬剤では，高温説法の方が殺

減率が高かった。

3. 一般にいって，ヅピニ鈎虫仔虫はアメリカ鈎虫仔

虫より薬剤，および、寒冷に対する抵抗性が強かった。ま

たイヌ鈎虫仔虫は，ヅピニ鈎虫ff虫より，ある薬剤に対

しては，抵抗性が強く，あるw~剤に対しては弱く，ある

薬剤に対しては差がなかった。

( 97 ) 
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稿を終るにあたり，ど指導およびど校聞を賜わった部

長小宮義孝博士，当地では入手がきわめて困難であった

実験材料入手に種々のど便宜をはかられた，小宮義孝博

士，石崎達博士，山梨医学研究所の杉浦三郎博士，横浜

医科大学の永井隆吉博士，千葉大学公衆衛生学教室のj十

波見重兵衛氏，薬剤を提供された長尾研究所の山下徳蔵

博士，および三共製薬泣架部に厚〈感謝の芯；を俸げま

す。
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Summary 

The Iarvacidal effect of 2 anthelmintics (Hexyl-

resorcinol and “Ascaron-T’＇， the latter contains 

90 % p-Cymol and 10 9G Ascaridol), 5 incecticides 

(Derris, DDT, BHC, DN and K6451) and 2 other 

chemicals <Borax and p-Cymol) against the larvae 

of hookworm was in vitro tested and the results 

were summarized as follows ; 

1) Among 9 chemicals tested, Hexylresorcinol 

was found to be the most effective. It killed all 

［寄生虫学雑誌・第 6巻・第 5号

the larvae in a concentrration of 1: 8000 at 24 

hours after the immersion. Whereas p-Cymol 

and Borax were ine旺ctive. Other chmicals killed 

all the larvae in a concentration of 1 : 1000 or 

1: 2000 at 24 hours after the immersion. 

2) When the larvae were immersed in the 

weak solution of “Ascaron・T’＇， Derris, DDT, or 
DN, the lethality of larvae was higher at 10°C 

than at 30°C on the 14th day after the im-

merson. These phenomena were seemed to resem・

ble the behavior of the incect against certain in-

secticides. 
3) Generally speaking, the resistance of An-

cylostoma duodenale against the chemicals was st-

ronger than that of Necator americanus, but was 

as same as that of Ancylostoma caninum. 
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